職種：施設管理　　職務：施設保全
	項目
	内容

	役割
	施設機能の維持だけでなく、コスト削減、顧客満足度、経営戦略の実現などホテル全体の方向性を踏まえて施設を運用する仕事。

１．お客様に満足度の高い客室空間（商品）を提供する。

· ホテルにおけるお客様のニーズは従業員によって提供されるサービスのほかに、客室（商品）の提供によって満たされる。従ってお客様のニーズを高めるためには、より質の高い商品を提供することが必要になる。その商品価値は、客室の手入れや設備の充実度によっても高まるが、何より客室を構成している照明等の電気関係、水道、空調が正常に働いてこそ客室の商品の価値は向上する。そのような客室の商品価値の根底を支えることも、施設保全の重要な役割と言える。

２．誰にでも安心・快適な空間・設備を整備する。

· ホテルでは、健常者のみならず障害のあるお客様もお迎えする。これらお客様の多様なニーズをいち早く汲み取り、24時間365日快適な空間を企画・立案・提供することも施設保全の役割である。
３．コストの削減を推進する。

· 収益を生み出すための施設・設備を維持することも施設管理の重要な役割の１つである。他の部門に比べると取り扱っている費用の金額が非常に大きく、無駄なボイラーの運転停止等、取組みによっては相当な金額を削減することも可能である。メンテナンスのコストを最小限に抑える計画づくりとその実行のマネジメントを行うことによって、中長期的な収益に大きく貢献する仕事と言える。コストを削減するためには計画を綿密に立てて、コスト計画を必要な投資計画と考えてマネジメントをしていくことが重要である。

	仕事の内容
	1 施設保全実務：各部門と連携しつつ既存の施設及び機能を保全し円滑に運用する。計数による資産評価や外部業者のマネジメントが求められる。

2 施設管理マネージャー：施設管理業務（施設開発及び施設保全）の計画を作成し、全体を管理することが求められる。

3 施設部長：ホテルの経営戦略と施設管理業務（施設開発及び施設保全）の両方を深く理解し、ホテル経営と施設管理の方向性を合せる業務。ホテル全体を理解し、ホテルの将来を構想することが求められる。

	キャリア形成の例
	各ホテルによって実態は異なるが、入社時に専門職として採用される場合、部長クラスになった後に施設部長として携わる場合などがある。
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	項目
	内容

	求められる

経験・能力
	· 採用時に専門職として採用される場合と、ホテル内の一般的なキャリアを歩んだ後にマネージャーとして配属になる場合がある。

· 施設の開発・管理に際して社内との深い連携を行う必要があるため、コミュニケーション能力・マネジメント能力が必要である。

· 実務面では外部業者を活用することが多いため、外部業者との意思疎通、プロジェクトを運営する能力が必須である。

· 施設管理業務はホテル全体に幅広く関与するため、ホテル全体の業務を把握している必要がある。

· 技術面・法律面の理解も必須である。旅館業法・建築基準法などの法律や食品衛生法・下水道法などが主な法律である。

	役に立つ資格
	· ファシリティマネジャー資格（社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会）

· ホテル職業能力認定試験（NPO:シニアマイスターネットワーク・観光産業研究センター資格認定委員会）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	· 071　その他の技術者

071-99　他に分類されないその他の技術者


